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須坂市・高山村の被害対策について 

須坂市 

 

平成 16年度よりイノシシ、ニホンザル対策としての複合柵の設置を進めてお

り、平成 28年度までの設置延長は、53.71kmとなっている。 

管理は、地域住民が行い、柵下部のトタン板で山側と耕地側に分け、耕地側は防

草シート、山側は除草剤を活用するなどの工夫により、漏電対策の管理の省力化

を進めている。 

  

須坂市 防護柵出入り口 農地以外を含めて防除 

 

 

地域住民の管理をわかりやすくする工夫  

 

高山村 

 

平成 12年度からニホンザル、イノシシ対策として複合柵として防護柵の設置

を進めており、平成 28年度までの設置延長は、30.65kmとなっている。 

平成 28年度には、建設事務所との協議、連携により、既設の落石防護フェン

スに電気柵を設置し、地域住民の管理組合が 14 年間（H29.03.22~H43.03.22）

の管理を行う形をとっている。 



※平成 28年度鳥獣被害防止総合対策事業 

実施主体 高山村 事業費:810,000円  

事業内容 侵入防止柵（金網柵＋電気柵 4段、落石防護柵架設 2段）L=278m 

 

  

須坂市・高山村境 広域防護柵の連動 落石防護柵の電気柵設置の連携 

 

 

閉じられない開口部の工夫  
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